
２００９年１１月１７日

岩谷産業株式会社

将来にわたる部分につきましては、予想に基づくものであり、確約や保証を与えるものではございません。
当然のことながら、予想と違う結果と成ることがあることを十分にご認識の上ご活用ください。

２０２０１０１０年３月期年３月期 中間決算説明会中間決算説明会
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２０１０年３月期

中間決算概況
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中間期（2009年4月～2009年9月）の業績

※設備投資及び減価償却費は有形固定資産のみの数値

（単位：百万円）

+44.4+799△67.0△5,2792,5991,8007,878営業利益

△55.3

△66.2

△10.2

△31.0

前年同期比
(%)

△1,473

△4,819

△6,887

△111,492

前年同期比

（増減額）

1,191

2,456

60,812

248,627

10年3月期

中間実績

+172.9+ 1,5569007,275経常利益

期初予想比

（増減額）

+297.2+8913002,665純利益

－－－67,700売上総利益

△10.9△30,372279,000360,119売上高

期初予想比
(%)

10年3月期

中間期初
予想

09年3月期

中間実績

△3965,7516,148減価償却費※

+7387,1986,460設備投資※

前年同期比

（増減額）

10年3月期

中間実績

09年3月期

中間実績
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純利益
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益純
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益

10/3中
(期初予想／実績)

08/3中 09/3中

<営業利益・経常利益・純利益推移>

08/3中

業績推移（2006年3月期中間～2010年3月期中間）
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3,412
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<売上高推移>
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事業別セグメント情報

△16.5

△37.2

△26.2

△30.8

前年同期比
(%)

△1,099

△28,498

△19,425

△62,469

前年同期比

（増減額）

5,547

48,209

54,603

140,267

10年3月期

中間実績

△13.9△7,79056,00076,707ﾏﾃﾘｱﾙ･ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

期初予想比

（増減額）

△7.5△4526,0006,646その他

△14.7△9,39664,00074,028産業ｶﾞｽ

△8.3△12,732153,000202,736ｴﾈﾙｷﾞｰ等生活

期初予想比
(%)

10年3月期

中間期初予想

09年3月期

中間実績
売上高

（単位：百万円）

+16.9

△111.6

△66.5

△10.9

前年同期比
(%)

+64

△2,616

△2,931

△441

前年同期比

（増減額）

448

△271

1,474

3,629

10年3月期

中間実績

△145.2△8716002,345ﾏﾃﾘｱﾙ･ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

期初予想比

（増減額）

+12.1+48400383その他

△13.3△2251,7004,406産業ｶﾞｽ

+72.8+1,5292,1004,071ｴﾈﾙｷﾞｰ等生活

期初予想比
(%)

10年3月期

中間期初予想

09年3月期

中間実績
営業利益／損失
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事業別セグメント 売上高推移

150,489
176,636 184,539

140,267

71,034

76,505 74,578
74,028

54,603

53,123

58,818
75,965

76,707

48,209

202,736

6,646
6,198

6,261

7,182

2007年3月期
中間

2008年3月期
中間

2009年3月期
中間

2010年3月期
中間

売上高合計 280,910 319,143

ｴﾈﾙｷﾞｰ等生活
関連事業

産業ガス
関連事業

ﾏﾃﾘｱﾙ･ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
関連事業

その他の事業

2006年3月期
中間

（単位：百万円）

5,547

341,282 360,119 248,627
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事業別セグメント 営業利益推移

970

4,071

4,096

4,4062,088

2,345

3,629

△278△11

1,474

4,098
2,995

△271

1,922

1,927

448

383

517

478

469

△2,681△3,328△3,250△3,145 △2,820

営業利益合計 2,244 3,391 4,423 7,878

ｴﾈﾙｷﾞｰ等生活
関連事業

産業ガス
関連事業

ﾏﾃﾘｱﾙ･ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
関連事業

その他の事業

消去又は全社

2,599

2007年3月期
中間

2008年3月期
中間

2009年3月期
中間

2010年3月期
中間

2006年3月期
中間

（単位：百万円）
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減収・減益の要因分析

エネルギー
等生活関連

産業ガス
関連 ﾏﾃﾘｱﾙ・

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
関連

その他

０９年３月期
中間売上高

１０年３月期
中間売上高

売上高増減

248,627

360,119

△19,425

△111,492
（△31.0％）

０９年３月期中間～１０年３月期中間比較

△1,099

△62,469

△28,498

エネルギー
等生活関連

産業ガス
関連 ﾏﾃﾘｱﾙ・

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
関連

その他 消去又
は全社

０９年３月期
中間営業利益

１０年３月期
中間営業利益

△441

△2,931

△2,616
+64

+646

7,878

2,599

△5,279
(△67.0％)

（単位：百万円）

営業利益増減
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減収の要因分析

【 エネルギー等生活関連事業 】 【 産業ガス関連事業 】

製造業の設備投資の抑制による
ガス関連設備や溶接関連設備の減収

低調な工場稼働率による産業ガスや
溶接材料の減収

【 マテリアル・エレクトロニクス関連事業 】

セラミックス原料や耐火物原料の
販売数量の減少

ステンレス鋼等の販売減少

半導体関連装置の販売減少

中国の加工事業の減速

卸売・小売分野での
ＬＰガスの販売単価の減少が

減収の大きな要因

ポイント

【－】

【－】

ＬＰガス輸入価格の大幅な下落

ＬＰガス販売数量の減少

【－】

【－】

【－】

【－】

【－】

【－】
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エネルギー等生活関連事業 収益分析

営業利益増減要因－０９年３月期中間～１０年３月期中間比較－

国内ＬＰガス
市況の下落
による減益

卸売部門の
利幅改善

3,629

4,071 △441
（△10.9％）

（単位：百万円）

１０年３月期中間
営業利益

０９年３月期中間
営業利益

小売部門の
利幅改善

その他
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産業ガス関連事業 収益分析

営業利益増減要因－０９年３月期中間～１０年３月期中間比較－

エアセパレートガス
の販売数量減少

その他のガスの
販売数量減少

その他

特殊ガスの
販売数量減少

1,474

4,406

△2,931
（△66.5％）

（単位：百万円）

１０年３月期中間
営業利益

０９年３月期中間
営業利益
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マテリアル・エレクトロニクス関連事業 収益分析

営業損益増減要因－０９年３月期中間～１０年３月期中間比較－

半導体関連装置
及び機械設備
の出荷減少

セラミックス原料の
販売減少

精密部品
加工事業の低調

その他

ステンレス鋼など
金属関連商品の

販売減少

2,345

△2,616
（△111.6％）

（単位：百万円）

鉱物原料事業
の改善

１０年３月期中間
営業損失

０９年３月期中間
営業利益

△271
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貸借対照表

△56,041347,733404,134総資産

67,225 
336,909
108,985
114,635
113,287
227,923

61,781
16,234

122,855
200,870
10,594
54,316

119,306
19,045

203,263

2009年
3月期中間

短期借入金等の減少

売上高の減少に伴う減少

ＬＰガスの在庫額の減少

売上高の減少に伴う減少

主な増減理由

△3,26263,962純資産

△1,768121,086有形固定資産

負債合計 △53,138283,770
+6,850115,836固定負債

△28,93485,701その他

△31,05582,232支払手形及び買掛金

△59,989167,934流動負債

△1,03360,747投資その他の資産

△59315,640無形固定資産

△3,395197,474固定資産

+1,90312,498その他

△20,97033,346棚卸資産

△35,41283,894受取手形及び売掛金

+1,47320,519現金及び預金

△53,005150,258流動資産

前年同期比
増減額

2010年
3月期中間

（単位：百万円）
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1,942 1,870 1,922
1,793 1,889 1,791 1,836

1,717 1,674

4,0183,876
4,085 4,064 4,048 4,041

3,663
3,477

3,963

48.2%
46.9%

45.4%
44.2%

46.5%
44.2%

48.5%
46.5%

50.0%

有利子負債(億円） 総資産（億円） 有利子負債依存度

有利子負債依存度の推移

２００８年
９月末

２００８年
３月末

２００７年
９月末

２００７年
３月末

２００６年
９月末

２００６年
３月末

２００５年
９月末

２００９年
９月末

２００９年
３月末
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有形固定資産取得： △6,168                      
無形固定資産取得 :    △2,299
投資有価証券取得： △659
貸付けによる支出： △4,030

売上債権の増減額 :    +17,341
棚卸資産の増減額 :  △10,075
仕入債務の増減額 :  △14,850

内訳

+6,100

△5,763

11,864

2010年
3月期中間

△2,003フリーキャッシュフロー

△8,091

6,088

2009年
3月期中間

有形固定資産取得： △7,025
無形固定資産取得： △1,034
投資有価証券取得： △790
貸付けによる支出： △3,494

投資キャッシュフロー

売上債権の増減額： +16,712
棚卸資産の増減額： +1,014
仕入債務の増減額：△13,897

営業キャッシュフロー

内訳

△6,3641,779 有利子負債の減少：△4,955有利子負債の増加：+ 3,203財務キャッシュフロー

91661連結範囲変更による
影響額

△122△256現金及び現金同等物の
増減額

20,37618,422現金及び現金同等物
期首残高

20,34518,827現金及び現金同等物の
期末残高

キャッシュフロー計算書 （単位：百万円）
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２０１０年３月期

通期業績予想
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２０１０年３月期 通期業績予想

※設備投資及び減価償却費は有形固定資産のみの数値

（単位：百万円）

+3.4+40312,4005,75111,996減価償却費※

+0.1+1613,0007,19812,983設備投資※

+94.7+2,4315,0001,1912,568当期純利益

+45.5+3,75412,0002,4568,245経常利益

+0.3△19△6,000△2,681△5,980消去又は全社

△21.3△2439004481,143その他

+1.3+443,400△2713,355ﾏﾃﾘｱﾙ･ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ関連事業

△28.6△2,0855,2001,4747,285産業ｶﾞｽ関連事業

+157.2+6,17310,1003,6293,926ｴﾈﾙｷﾞｰ等生活関連事業

+39.8+3,87013,6002,5999,729営業利益 （△は営業損失）

△12.0△1,63612,0005,54713,636その他

△8.4△11,886129,00048,209140,866ﾏﾃﾘｱﾙ･ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ関連事業

△6.9△9,784131,00054,603140,784産業ｶﾞｽ関連事業

△12.5△48,088338,000140,267386,088ｴﾈﾙｷﾞｰ等生活関連事業

△10.5△71,376610,000248,627681,376売上高

前年度比（％）
前年度比

増減額

2010年3月期

通期（予想）

2010年3月期

中間
2009年3月期
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3,380

1,402

3,860

1,530

101

21
3639

エネルギー等生活関連事業の見通し

売上高

営業利益

（億円）

（億円）

2,000

3,000

4,000

1,000

０９年３月期
（実績）

１０年３月期
中間

１０年３月期
（予想）

期
初
予
想 実

績

60

90

30

０９年３月期
（実績）

１０年３月期
中間

１０年３月期
（予想）

期
初
予
想

実
績

通期業績予想の達成に向けた営業施策

◇暖冬による販売数量の減少

◇世帯当たり消費量の大幅な減少

◇ＬＰガス輸入価格の大幅な変動

業績が変動するリスク要因

・ＬＰガスの価格転嫁の徹底による
適正な利幅の確保

・卸売分野の低採算取引の解消

・拠点の統廃合や物流の合理化を通した
コスト削減

※通期予想の前提 ＣＰ ５０５ドル／㌧
為替 ９５円／ドル
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産業ガス関連事業の見通し

通期業績予想の達成に向けた営業施策

◇景気低迷の長期化

◇製造業における設備投資の
回復の遅れ

業績が変動するリスク要因

・コスト削減
（物流体制の見直し、空気分離プラントの
停止の継続）

・アプリケーションの開発による
新たな産業ガス需要の開拓

52

17
14

72

1,310

640

1,407

546

（億円）

（億円）

1,000

1,500

500

40

60

20

期
初
予
想

実
績

売上高

営業利益

０９年３月期
（実績）

１０年３月期
中間

１０年３月期
（予想）

０９年３月期
（実績）

１０年３月期
中間

１０年３月期
（予想）

期
初
予
想 実

績

80
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34

6

△2

33

マテリアル・エレクトロニクス関連事業の見通し

通期業績予想の達成に向けた営業施策

◇顧客企業の生産下振れ

◇資源価格の動向

業績が変動するリスク要因

・鉱物原料事業の採掘効率の改善

・中国の精密加工事業の採算性改善

・中国、アジア地域への展開

1,290

560

1,408

482

（億円）

1,000

1,500

500

期
初
予
想

期
初
予
想 実

績

売上高

営業利益

０９年３月期
（実績）

１０年３月期
中間

１０年３月期
（予想）

０９年３月期
（実績）

１０年３月期
中間

１０年３月期
（予想）

実
績

（億円）

30

40

20

10

-10

0
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6.31

12.38

15.84

8.55

22.03

6 6 3 5 5 5 5 5

19.95

10.25

20.92

△6.94

10.88

433

00/3 01/3 02/3 03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

1株当たり当期純利益（円）

1株当たり配当金（円）

27.3%

95.1%

23.9% 24.2%

58.5%

22.7%
23.9%

48.8%

25.1%

連結配当性向（％）

配当方針

２００９年３月期 及び ２０１０年３月期の利益配分について

株主還元について

・継続的かつ安定的な配当の実施が基本方針
・業績や経営環境を慎重に勘案しつつ適性な利益還元を実施

２００９年３月期の配当金は引き続き１株当たり５円、連結配当性向は４８．８％
２０１０年３月期の配当金は１株当たり５円、連結配当性向は２５．１％を予定

（予）

△16.70




